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新３年生のみなさんへ 

 

●ゼミ活動の紹介 

  ３年生になると、それぞれの教員のもとゼミ活動が始まります。ゼミは４年間の大学生活の中でも大きなウェ

イトを占めることになります。ゼミでは、各教員の研究領域にしたがって、より専門的な勉強をすることになり

ます。当ゼミでは、対人・社会心理学的な諸問題について考えていきます。特に私の関心の高い「自己呈示」「シ

ャイネス」「ソーシャル・スキル」という、３つのテーマを掘り下げていきたいと思っています。 

 

●ゼミではどんなことするの？ 

  社会心理学に関する研究論文（日本語や英語論文）の講読と討論を通して，読解力の育成，およびテーマの立

て方や研究方法などについて理解を深めていきます。また，小グループに分かれて，それぞれ独自のテーマに関

して共同研究を行います。これは卒業論文に向けて，テーマを模索し，基礎的な文献収集を行い，研究の方法や

データのまとめ方といった，基礎的論文作成能力の育成を行うためです。 

 

  講読する論文のテーマは，「自己呈示」「シャイネス(対人不安)」「ソーシャル・スキル」に関するものを予定し

ています。自己呈示とは「他者が自分に対して抱く印象を統制するために，自己についての情報を意図的に示す

こと」ですが，これをうまく行うためには社会的スキルが必要であり，またうまく自己を示せないと対人不安に

陥ることになるのです。これらのテーマは，互いに密接な関係にあるといえます。 

 

【講読】 

  前期は、社会心理学に関する日本語論文を選んで講読。後期は、斉藤勇編『対人心理学重要研究集１～７』（誠

信書房）で紹介されている英語論文を要約し発表。なお講読もグループ単位で発表してもらいます。 

  その他、各自の興味に応じて選択した論文の講読も行うつもりです。 

 

【共同研究】 

  上記の目的のもと共同研究を行います。調査や実験に取り組み、報告書を作成しております。 

 

【情報処理の実習】 

  卒論作成に必要な文書・図表作成，統計解析の実習を行います。 

 

●私はこのゼミでこんなこと調べてみたい！ 

  どのゼミに入るかを適当な理由（あそこは楽できそうとか）で決めると、結局はあなたも指導する側も後で苦

労することになります。 これはどのゼミの先生も同じように感じているはずです。そこで、みなさんがゼミ決め

にあたりどんなことを考えているのか、 積極的に教えてもらおうと思っています。当ゼミを希望される方は、面

談する前に、あなたが日頃抱いている 対人行動における素朴な疑問や関心事などを考えておいて下さい。 

 

●面談時間帯 

2022 年 4 月 1 日（金）10:00 ～ 11:30 C601 教室 

2022 年 4 月 4 日（月）10:00 ～ 11:30 C601 教室 

  ※体調不良などで上記日程に来ることができない人は，4/4(月)の 12:00 までにメールでその旨連絡して

ください。メールにて少しやりとりを行うことで面談に代えます（kuribayashi@hokusei.ac.jp）。 

 

●注意事項 

面談方法：個別面談（１人５分程度）を実施し、興味関心についてお聞きします。基本的に、早く来た人から

順に面談します（C601 教室入り口の順番シートに学籍番号を記入して下さい）。教室の外で待つ場合は，お互

いに距離を開けて，雑談などは控えてください。 

希望者多数の場合は、「私が担当している科目の履修状況」や「個別面談に来たかどうか」を考慮いたします。

なお第２次募集の際には、前述の点を考慮した上で順位をつけ、上位の者を受け入れる。 


